
イスラーム

は学びと科学を奨励しています

最初に預言者ムハンマド様（彼の上に平安あれ）に対
して下された言葉が「読め」であったのは、偶然では
ありません。クルアーンや預言者ムハンマド様（彼の上
に平安あれ）の多くの言葉は、人類に役立つあらゆる
分野の知識を学ぶことの重要性を示しています。
ムスリムが知識を求めて進む道 は、最後には楽
園への道につながるとみなされています。預言者             
ムハンマド様（彼の上に平安あれ）はおっしゃってい
ます。「神は知識を求める道を進む者の楽園への道
を容易にされる。」（ムスリム：2699）
預言者ムハンマド様（彼の上に平安あれ）はまた実例
を通して、敬虔な信者に対する学びを求める人の優
越性は、最も高潔なムスリムとされる自身の優越性に
似ていることを示しました。（アッティルミズィー：2685）
このため、他の宗教にみられるような教義と科学の
対立は見られません。科学的探究が抑圧されたこと
はなく、科学者はその意見や見解のために迫害され
たこともありませんでした。暗黒時代として知られ、

学問が停滞し経済が退行した中世のヨーロッパ
において、科学者たちはその知的好奇心のため
に迫害され、投獄され、また、命を落としました。
それに比べ、イスラームは常に科学と学問を奨励
し、人々の役に立つ限り、信者たちに学び教えるこ
とを勧めました。
当時、大半のムスリムの科学者が学びをクルアーン
の暗記とイスラームの理解から始めたことは、驚く
ことではありません。宗教に通暁したのち、彼らは
それぞれの専門分野で能力を示しました。
イスラームは他者を啓発し知識を分け与える人々を
称賛します。他者を啓発し教える者は、栄誉あるもの
として最高の称賛を受け、それは預言者ムハンマド様

（彼の上に平安あれ）が「すべての被造物は人 を々教
え導く者のために祈る。」と述べたほどです。

（アッティルミズィー：2685）
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